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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
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有吉紅也・教授 評議員 日本感染症学会

有吉紅也・教授 監事 日本熱帯医学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

有吉紅也・教授 評議員 日本内科学会

有吉紅也・教授 感染症対策委員会委員 長崎県

有吉紅也・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県

有吉紅也・教授 臨床疫学上席専門家 日本臨床疫学会

有吉紅也・教授 臨床疫学上席専門家 日本臨床疫学会

有吉紅也・教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県

有吉紅也・教授 指定難病審査会委員 日本熱帯医学会

有吉紅也・教授 予防接種健康被害調査委員会 長崎県

有吉紅也・教授 エイズ・性感染症専門部会部会長 長崎県

久保嘉直・准教授 Frontiers in Microbiology 編集委員 Frontiers Media

森本浩之輔 倫理審査委員長 長崎県環境保健研究センター

有吉紅也・教授 Tropical Medicine and Health 編集委員 長崎県

久保嘉直・准教授 長崎県教育委員会高大連携推進委員会 委員 長崎県

研　究　題　目

有吉紅也・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究（B)「結核接触
者前向きコホートにおける制御性細胞に着目
した結核発症前の免疫応答の解明」

有吉紅也・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
ダニ媒介性感染症の総合的な対策
に向けた研究

有吉紅也・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

フィリピンにおける抗酸菌症疫学的実態の解
明と国際共同研究を通じたグローバルフィジ
シャンサイエンティストの育成基盤構築
（フィリピンにおける呼吸器検体管理・解
析）

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

久保嘉直・准教授
国立大学法
人九州大学

分担

「総合知」を結集したトランスディシプリナ
リー型異分野融合研究基盤の創出シーズH23
「甲殻類抗体の抗原に対する親和性・特異性
を高める改良法の開発」

森本浩之輔・教授
【厚生労働省】新興・再興感染
症及び予防接種政策推進研究事
業

分担
新型コロナワクチン等の有効性及び安全性の
評価体制の構築に向けた研究
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

前田　遥・特任研究
員

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「新型コロ
ナワクチンのワクチン効果の長期サーベイラ
ンスの構築と活用」

久保嘉直・准教授 科学技術振興機構 分担

有吉紅也・教授 ファイザー株式会社
Nationwide Surveillance of Adult CommunityAcquired
Pneumonia in Japan（日本における成人の市中肺炎に関
する全国調査。APSG-J ネットワークの拡大

前田　遥・特任研究
員

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「高齢者肺炎球菌性肺炎に特異的なQOL値を用
いたワクチンの医療経済学的評価」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「細菌毒素
の病原性における宿主因子GILTの働きに関す
る基礎および臨床研究」

森本浩之輔・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パンデ
ミック後を見据えた急性呼吸器感染症サーベ
イランスの構築」

久保嘉直・准教授 非常勤講師（免疫学） 九州医学技術専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

有吉紅也・教授 非常勤講師（感染症学） 長崎市医師会看護学校

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

前田　遥
西日本地方会「感染症優秀論文
賞」

日本感染症学会 西日本
地方会

 Effectiveness of Messenger
RNA Coronavirus Disease
2019 Vaccines Against
Symptomatic Severe Acute
Respiratory Syndrome
Coronavirus 2 Infections
During the Delta Variant
Epidemic in Japan: Vaccine
Effectiveness Real-time
Surveillance for SARS-CoV-2
（VERSUS）.

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

久保嘉直・准教授 新聞掲載 日本経済新聞 2023年6月17日
久保が行っているエビ抗体に
関する研究について説明を
行った。
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